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アルゼンチンで 2023 年 12 月にミレイ政権が発足してから 3 ヶ月が経過した、就任

後、ミレイ大統領は実勢レートにサヤ寄せするために直ちにペソの公式レートを 54％

切り下げた（図 1）。為替の大幅な調整は直ちにインフレ率に反映され、消費者物価上昇

率（前年比）は 11月の 160.9％から 12月 211.4％、2024 年 1月 254.2％と上昇を続けて

いる。 

一方、インフレと賃金のスパイラルを断ち切るため緊縮策も実施された。社会保障支

出と賃金のインフレスライドを縮小させたため、消費は急減し、生産も低下している。

鉱工業生産指数をみると、9-11 月の平均に比べ、12-1月平均は 4.0％下落している（図

2）。そして、12月の経済活動指数（速報値）は前月比 0.5％低下し、2023年の実質 GDP

は▲4.5％となった模様である。 

図 1 アルゼンチンペソの対ドルレート    図 2 鉱工業生産指数 

  

厳しい経済状況だが、足元までの情勢はミレイ大統領にとっては織り込み済みであろ

う。副作用はあってもインフレ率は限界的には歯止めがかかりつつある。昨年 12 月に

前月比 25.5％となっていた消費者物価は、2月（速報）は 13.2％となった。1月は同 20.6％

だった。現地のエコノミストらは、8 月には前月比の上昇率が 7％程度に低下すると予

測している。 

だが、その時点の年間インフレ率（前年比）は 300％を超えていると思われる。4 倍
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の物価高で賃金・年金が固定されていれば、到底生活していけないだろう。同国には元々

「最低限必要な栄養を満たすことのできない人々が 31％、基本的ニーズを満たせぬ人々

が 19％と、併せて国民の半数が貧困状態にある」1からである。 

景気回復のためには、通貨安による輸出増に活路を見い出したいところだが、アルゼ

ンチンの輸出はその 7割以上を大豆やトウモロコシなどの農産物が占めるため、世界経

済と気候変動に大きく左右される。実際、10-12 月の輸出額は前年比▲26％となってお

り、第 4 四半期としては 2020 年来の低さであった。このままでは輸出にも多くを期待

できない。 

過去を振り返ると、同国では右派政権も左派政権も無責任な経済政策を繰り返してき

た。すなわち同国の宿痾は「根深い政治的縁故主義、すなわち政治家たちが集票目的で

財政の裏付けなしに補助金や年金、公職、公共事業をばらまく利益誘導政策にあること

も否定できない。＜中略＞際限なく膨らむ財政赤字を補填するために、ポピュリスト政

治家が中央銀行を国債発行と購入、そして紙幣増刷マシーンとして利用し、インフレと

債務危機を繰り返し引き起こしてきた」2のである。 

従って緊縮政策は同国が避けて通れない政策であり、現在のミレイ政権の取り組みは

評価できる。しかし、緊縮だけで同国経済が抱える問題を解決できるわけでもない。国

民の半数に及ぶ貧困層の生活の保護は、政府の責任である。輸出振興も同じだ。アルゼ

ンチンには豊富なリチウムが存在するが、その開発と産業化には政府の関与が不可欠だ

ろう。政府の関与を極力排することを是とする 19 世紀的な自由放任主義を信奉するミ

レイ政権には、緊縮後の次の一手が欠けているように思える。 

以上 
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